
苦情解決の内容について

令和７年度

時期 申立人 苦情・要望内容 対応および結果

10月 保護者

誤投薬があったことについて報告、謝罪はあったが何年間か
の間に複数回本人に対して誤投薬があったこと、その件に対
しての意識（重大事故）、再発防止に向けての取り組みが見ら
れない。

医務チームより再発防止対策を作成し保護者へ報告することを約束すると
ともに、全職員に再度投薬の重要性を伝え認識を改めていくことを伝えて
いる。

12月 小学校

地域の小学校の登校班に男性（50代くらい）が登校班に割り
込んだり、ついてきたりすることを繰り返しており、保護者から
不安の声がある。
男性がグループホームのある道から仁和寺方面へ曲がってく
るのを旗持ちの担当の方が見ており法人の施設に入っている
方ではないかとのことで連絡した。
大人に対してではなく子どもに対して興味がある様子であり、
何か危害を加えられているわけではないが、保護者、児童とも
に不安になっているので、何か対策をお願いしたい。

法人内で共有し、対応させてもらう旨伝えている。男性の靴に名前が書か
れていたとのことだっため、入居者の特定を行い、グループホーム管理者
に報告している。作業所に連絡をし、ホーム出発時間を登校班の時間から
ずらし対応することと、下校などでトラブルがあれば都度対応していくことを
伝えている。


